
大牟田市教育委員会

不登校児童生徒への支援の充実
～大牟田市版COCOLOプランの取組を通して～
大牟田市総合教育会議
令和６年１０月７日(金)
於：大牟田市役所



本日の発表内容

１ 大牟田市学校教育振興プラン
２ 不登校児童生徒の現状
３ 大牟田市における不登校対策
（１）ハートフルスクールプロジェクト
（２）スクールソーシャルワーカーの配置
（３）学びの多様化学校
４ 取組の成果と課題
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基本理念

「まちづくりは人づくりから」という基本的な

考え方に立ち、本市の学校教育は、持続可能な

社会の創り手となる児童生徒の育成をめざす

とともに、日本社会に根差したウェルビーイング

の向上を図ります。
大牟田市の紹介

大牟田市学校教育振興プラン ２０２４～２０２８
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不登校とは…
「何らかの心理的、情緒的、身体的、ある

いは社会的要因・背景により、登校しない、
あるいはしたくともできない状況にあるため
年間３０日以上欠席した者のうち、病気や経
済的理由による者を除いたもの。

文部科学省「生徒指導提要（改訂版）」より
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同一集団の不登校数の推移



小学生
１位 無気力・不安
２位 親子関係
３位 生活リズム

遊び・非行

不登校の主たる要因

中学生
１位 無気力・不安
２位 生活リズム

遊び・非行
３位 親子関係

※無気力の潜在的要素…授業が分からない、特別支援にかかわること
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大牟田市における不登校対策

大牟田市教育委員会がめざす不登校児童生徒に対する姿勢

１ 不登校の児童生徒全ての学びの場を確保し、学びたいと思った時
に学べる環境を整えます。

２ 心の小さなSOSを見逃さない「チーム学校」づくりを支援します。
３ 学校の風土の「見える化」を通して、学校を「みんなが安心して

学べる」場所にし、 不登校をうまない学校づくりを進めます。
４ 児童生徒当事者や保護者に寄り添った不登校対応を行います。
５ 「魅力ある学校づくり」をめざして、学校だけではなく、地域も

不登校児童生徒を見守る体制をつくります！
６ 教育委員会がハブとなり、関係部局との情報連携、行動連携を進

めます。



大牟田市における不登校対策

スクール
ソーシャルワーカー

の配置

今後の

これから

不登校対策の３本柱

小中学校合同の運動会



大牟田市における不登校対策

ハートフルスクールプロジェクト

本人要因 家庭的要因学校要因

多様化・複雑化
した要因

カスタマイズして
個別に対応



大牟田市における不登校対策

ハートフルスクールプロジェクト

学力の保障

社会的自立

学びたいと思ったときに
多様な学びにつなげる

個々のニーズに応じた
受け皿を整備

社会総がかりで不登校児童生徒を支援する
システムを構築

教育機会確保法の
趣旨とも合致



各保護者・ 保護者の会

要

因

本人要因

不安・発達障害等

学校要因

学習・対人関係等

家庭要因

虐待・ネグレクト等

支

援

の

広

が

り

心理的な対応 福祉的な対応

ケース会議

ＳＣ配置拡充 ＳＳＷ

教育相談機関

教育支援センター

教育相談室 昭和教室
関係機関・専門家等 関係機関・専門家等

フリースクール

保健福祉部

市民協働部

医療機関

教育委員会・行政

校内教育支援センター

（ハートフルルーム）

教育委員会・行政

児童相談所

SSWSV・大学教授

連 携

「ハートフルスクールプロジェクト」連携図

民間施設・NPOなどの団体 民生委員・児童委員

サテライトスペース

（地区公民館）



大牟田市における不登校対策

ハートフルスクールプロジェクト

１ 不登校の児童生徒全ての学びの場を確保し、学びたいと
思った時に学べる環境を整えます！

一人一人のニーズに応じた多様な学びの場の確保
【校内教育支援センター】（ハートフルルーム）
・自分に合ったペースで学習や生活ができる環境
・オンライン指導やテスト等も受けられ、結果が
成績に反映

・不登校児童生徒の対応や教職員などとの連携を
担う「学習指導員」を配置

・家庭や地域との連携を促進するために、各中学
校区に公用車を１台配置。



○ 宿泊野外体験学習～国立諫早青少年自然の家～



サテライトスペース【市民協働部連携】
「様々な理由で、学校に行くことが難しい児童生徒が、自分の行けるときに出
向き、状態や状況に応じて社会との繋がりを持ち、経験や繋がりを通して気づ
きや動機を促すことができる居場所

市内に7館ある地区公民館を活用。学校以外の居場所を提供（必要に応じて開設）
原則として、校区内のＳＳＷが、業務として担当

【市民協働部連携】
教育委員会の担当者が、市民協働部の公民館職員にレクチャー。また、不登

校にかかわる市民を育成するためのサポーター養成を市民協働部が担っている。
大学教授や県SSWSV、養護施設職員などが講師を担当している。



ぱすてる【民間連携】
サテライトスペースのうち、毎週月曜日１４：００～１８：００に開設される
居場所。民間と連携しながら、運営している。大牟田中央公民館内に設置

市内のＳＳＷが、業務として担当（右の写真 ３人の女性がSSW）

フリースクール「ソフィア」との連携
法人が運営するフリースクールとの

連携を行っている。毎月、市教委担当
者と学校、フリースクールの三者で、
綿密な連携を行っている。

オンライン学習、タブレットドリル導入
家庭でも学習を進め、学習の保障を行う
ために、授業動画の配信やポケットWIFI
貸し出し、全員のタブレット端末にドリ
ルを導入。（国・数・英・理）



ほっとスペースふきのとう【民間連携】
毎週火・水・金曜日１３：００～１７：００に開設される居場所。大牟田市社会
福祉協議会生活支援相談室が連携して取り組んでいる。

ひきこももり支援NW運営
不登校やひきこもりの

状態にある方が、安心し
て自分らしく過ごせる場。
その家族の皆さんが、肩
の力を抜きに来れる場を
めざして開設。
開所日であれば、いつ

来てもいつ帰ってもよい
場所。畳敷きのスペース
や個室も完備されている。

大牟田市における不登校対策



大牟田市における不登校対策

ハートフルスクールプロジェクト

２ 心の小さなSOSを見逃さない「チーム学校」づくりを支援
します！

（１）スクールカウンセラーの増員
市費による配置

（２）スクールソーシャルワーカーの増員
①各中学校区に１人の配置
②特別支援学校、学びの多様化学校への配置

（３）健康観察アプリの活用
・１人１台端末で小さな声が可視化され、心の不安や生活リズムの
乱れに教師が確実に気付くことができます。

・小さなSOSに「チーム学校」で素早く支援→早期に最適な支援
につなげられる。



大牟田市における不登校対策

ハートフルスクールプロジェクト

３ 学校風土の「見える化」を通して、学校を「みんなが安心
して学べる」場所にし、不登校をうまない学校づくりを
進めます！

（１）学校評価を活用し児童生徒の授業への満足度や教職員への信頼感、
学校生活への安心感等の学校の風土や雰囲気を把握し、学校運営を
改善

（２）国立教育政策研究所調査研究事業によって松原中学校区が示した研
究成果や福岡県教育委員会の調査研究事業として、橘中学校区が進
めている研究成果を整理し、各学校へ提示

（３）非認知能力の育成
（４）授業改善、学力向上の取組



大牟田市における不登校対策

ハートフルスクールプロジェクト

４ 児童生徒当事者や保護者に寄り添った不登校対応を行います！

（１）訪問指導員
①保護者との相談
②不登校児童生徒への働きかけ

（２）教育相談員
①不登校の児童生徒への支援
②不登校児童生徒の保護者が必要とする情報を提供
③不登校児童生徒が、様々な学びの場や居場所につなげる機能

（３）特別支援教育巡回指導員・通級指導巡回指導員の配置
（４）保護者の会
（５）社団法人「ＯＭＵＴＡ ＢＲＩＤＧＥ」との連携



大牟田市における不登校対策

ハートフルスクールプロジェクト

４ 児童生徒当事者や保護者に寄り添った不登校対応を行います！

（５）子ども支援ネットワーク 【保健福祉部連携】
・代表者会議、実務者会議、個別ケース検討会議

（６）民生委員・児童委員協議会との連携 【保健福祉部連携】
・各学校との情報連携・行動連携

（７）子ども支援サポーターの養成 【市民協働部連携】
（８）子ども家庭支援センター「あまぎやま」、ひきこもり支援ネット

ワーク、ほっとスペース「ふきのとう」等との連携 【民間連携】
（９）大牟田市小・中・特別支援学校PTA連合会との連携
（10）フォローアップの実施

・生徒指導アドバイザーによる指導・助言
（11）「子ども・子育て応援条例」の趣旨をふまえた対応



大牟田市における不登校対策

ハートフルスクールプロジェクト

５ 「魅力ある学校づくり」をめざして、学校だけではなく、
地域も不登校児童生徒を見守ります！

（１）各校区の地域教育力向上推進協議会、まちづくり協議会
（２）地域学校協働活動の推進

→地域学校協働活動推進員の配置
（３）ハートフルルーム （前掲）
（４）サテライトスペース （前掲）
（５）民生委員・児童委員協議会 （前掲）

小中一貫教育の推進



宮原中学校区において実施されている小中一貫教育の全体像

〔学びをつなぐ〕
○９年間を見通した系統性・連続性のある
教育課程

○学習内容・指導方法の共通理解
○家庭学習の習慣化
○学習や生活の手引き等の作成 等

〔子供たちをつなぐ〕
○交流行事の実施
（遠足、体育会、音楽発表会、学習
発表会等）

○部活動等でのスポーツ交流
○異学年交流による心の成長
○児童会生徒会の交流 等

〔教職員をつなぐ〕
○めざす子供像の共有
○児童生徒理解に向けた情報共有
○相互乗り入れ授業の実施
○合同研修会 等
（学習指導､生徒指導､道徳･特活）

〔学校と家庭・地域をつなぐ〕
○学校運営協議会（ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ）の設置
○専任の地域学校協働活動推進員の配置
○専任のＳＳＷによる児童生徒・家庭への支援
○ＰＴＡの連携、地域行事への参加
○地域ボランティアの活用
○小中一貫教育の情報発信（学校便り等）等

小中一貫教育の実施内容
ようこそ！先輩

授業参観の交流

子ども放課後塾 地域合同ク
リーンアップ
活動

中学校体育祭参加
（小学６年生）

共通学校教育目標「志を持ち、自ら考え行動できる児童生徒の育成」

(M-HAT研修会)

※M(宮原中学校)－H( 駛馬小学校 )
A(天の原小学校)
T( 玉川小学校 )



大牟田市における不登校対策

ハートフルスクールプロジェクト

６ 教育委員会がハブとなり、関係部局との情報連携、行動連
携を進めます！

①庁内不登校対策会議 ⑪早期教育連絡協議会
②子ども支援ネットワーク会議 ⑫いじめ防止対策本部
③ひきこもり支援ネットワーク会議 ⑬若鳩会
④大牟田地域教育力向上推進協議会 ⑭補導主事会
⑤大牟田市子ども・子育て委員会
⑥OMUTA少年よくし隊連絡会議
⑦大牟田市権利擁護連絡会
⑧大牟田児童相談所管内行政連絡会議
⑨大牟田市人権・同和教育研究協議会
⑩子どもの貧困対策に係る庁内課長会議



機関等 構成団体・会議等 主な役割

・教育委員会事務局

・庁内不登校対策会議
・不登校対策の方針決定
・関係機関等との連絡調整
・学校への指導・助言

・大牟田地域教育力向上
推進協議会
・まちづくり協議会
・学校運営協議会 など

・魅力ある学校づくりへの
支援、周知、啓発
・不登校対策への支援

・フリースクール

・社団法人

・社会福祉協議会 など

・子どもの居場所の運営

・児童生徒や保護者支援

・各地域との連携

教育委員会・行政

地域

民間

大牟田市における不登校対策



教育委員会・行政

地域

民間
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協 働

協

働

●魅力ある学校づくりへの支援

大牟田市における不登校対策
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協 議

各中学校区へのSSW配置
（小中一貫教育の視点）

各学校の教職員要
因
・背
景

家庭環境の複雑化

友人関係の環境変化

スクールソーシャルワーカーの配置

大牟田市における不登校対策

児童生徒自身の心理

関係機関

当事者と家族



大牟田市における不登校対策

スクールソーシャルワーカーの配置

・子ども、保護者、学校へのアドボカシー
・子ども、保護者へのカウンセリング
・学校と保護者の良好な関係性の促進
・訪問支援（アウトリーチ）
・学校～家庭～関係機関～地域の協働支援
・ケースマネジメント
・学校へのコンサルテーション

・社会資源の開発 など

主な業務

つなぐ
かかわる

・派遣型…相談室
・配置型…中学校区
・拠点巡回型

教育相談体制の強化
早期発見・早期対応
体制構築

配置体制

期待される効果

SSWSVによる指導助言・後方支援 研修機会の確保



大牟田市における不登校対策

スクールソーシャルワーカーの配置

まずは、「見立てる！」→アセスメント
子どもの置かれている環境背景を全体的に
理解する。フェイスシートの活用

STEP1

STEP２

要因と背景の探求と適切な目標設定
介入方法等の援助計画を作成→情報収集へ

STEP３

子ども自身が、自分の問題についての洞察
を深め、新たな気づきを得ながら問題への
対処能力や解決能力を高めるための関わり
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３ 大牟田市における不登校対策
（１）ハートフルスクールプロジェクト
（２）スクールソーシャルワーカーの配置
（３）学びの多様化学校
４ 取組の成果と課題



学びの多様化学校

大牟田市における不登校対策



《開校までの主な歩み》
年 月 内 容

令和元年１１月 「大牟田市立学校適正規模・適正配置計画 第２期実施計画」策定

令和３年 １月 夜間中学に関する大牟田市教職員研修会

令和３年 ９月 夜間中学地域説明会

令和３年１０月 夜間中学に関するアンケート調査

令和３年１１月 全国夜間中学キャラバンin大牟田

令和５年 ２月 夜間中学市民講演会

令和５年 ８月 「大牟田市立学校適正規模・適正配置検討委員会」 答申

令和５年１０月 「大牟田市立夜間中学設置基本方針」策定

令和5年１２月 大牟田市立中学校設置条例（昭和３９年条例第２０条）の一部改正

夜間中学入学説明会

令和６年 2月 文部科学省から「学びの多様化学校」の指定

令和６年 ３月 夜間中学施設見学

夜間中学「ほしぞら分校」名称考案の表彰式と校銘板披露

令和６年 ４月 大牟田市立宅峰中学校 ほしぞら分校 開校







大牟田市立宅峰中学校ほしぞら分校の場所



ほしぞら分校 配置図



《開校式次第》

１ 開式のことば
２ 国歌斉唱
３ 開校宣言
４ 教育委員会式辞
５ 市長あいさつ
６ 来賓紹介
７ 来賓あいさつ
８ 閉式のことば 令和６年４月２７日（土）

宅峰中学校



《開校式》



《入学式》

令和６年４月２７日（土）
宅峰中学校

１ 開式のことば
２ 学校長式辞
３ 新入生代表のことば
４ ほしぞら分校 職員紹介
５ 閉式のことば
◆ 在校生お祝い（校歌紹介）



生徒数：１２名
職員数：１４名

《入学式》





《オリエンテーション》

令和６年４月２７日（土）
ほしぞら分校



《授業の様子》



《ほしぞら分校HPより》



《時間割例》



《時間割例》



■学齢生徒の受け入れ
・個別に面談
・体験入学
・保護者、学校と協議
・入学

※学齢生徒を対象とした令和7年度入学
説明会を令和6年8月19日（月）に実施。
７名参加。

令和6年2月
文部科学省から「学びの多様化学校」の指定



本日の発表内容

１ 大牟田市学校教育振興プラン
２ 不登校児童生徒の現状
３ 大牟田市における不登校対策
（１）ハートフルスクールプロジェクト
（２）スクールソーシャルワーカーの配置
（３）学びの多様化学校
４ 取組の成果と課題



取組の成果と課題
～みんなで一歩・未来への航路～
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中１ギャップの解消！！
令和５年度：９１人→令和６年度３３人



活動の様子

成果と課題

１ 不登校をうまない魅力的な学校づくり

２ 社会総がかりでの支援体制の構築
・専門機関とのさらなる連携の強化
・ＣＳの導入をふまえた学校を支援する
人材の育成
・「不登校」に対する意識改革と周知

３ 不登校児童生徒と保護者を支える社会づくり



共同エージェンシー

仲 間

教 師

家 族

×

ウェルビーイング

不登校をうまない魅力的な学校づくり

今後の方向性



ラーニングコンパス

誰ひとり
取り

残さない
教育

コンパス：羅針盤
未知なる環境の中を自力で歩み進める姿勢の比喩

エージェンシー：行為主体
変化を起こすために自力で目標を設定し振り
返り、責任を持って行動する能力

ウェルビーイング：心身共に健康で充足した状態
社会的ウェルビーイングという概念は、これま
での経済的豊かさよりも多くの意味を含むも
ので共通の目的地



ハート
Heart

今後の方向性

「みんなで一歩」へ

サポーター
supporter

校内教育支援センター
サテライトスペース
スクールソーシャルワーカー
教育支援センター
ICTの活用 フリースクール …

不登校をうまない魅力的な学校
「つながり」と「かかわり」
「不登校」に対する見方の啓発

システム
system

担任教師を中心とした学校スタッフ
対話を重視したサポート
社会総がかりでの支援
「行きたい学校」「帰りたい家庭」
「出かけたい地域」



今後の方向性

「みんなで一歩」へ 地域や民間との協働～社会総がかりの支援～

教育委員会・行政

地域 民間

「対話」を重視した

● アイディア
● アクション
● アプローチ

これから



石炭は永遠のものではない。
港を築いておけば、まちや国を
おこすこともできる。
百年の基礎になる。

持続可能な社会の創り手となる
子どもたちを育てておけば、
まちや国をおこすこともできる。
百年の基礎になる。

ウェルビーイングをとおした社会づくり

三池港の父「団琢磨」の言葉



ご清聴ありがとうございました



ウェルビーイングの実現をめざして…
未来への航路

三池港：光の航路


